
かづの未来の若者会議提案書
― “もっと鹿角が楽しくなる!!” 総合計画に ―

令和７年２月３日

私たち中高生が描く 鹿角の未来





鹿角市長 関 厚 様

鹿角市の未来を考えるために、私たちは「かづの未来の若

者会議」に参加し、ここに暮らす市民の一員として、まちづ

くりの方向性について議論しました。

会議では、自分自身の夢や目標と鹿角の未来を重ね合わせ

ながら、３つのグループに分かれて鹿角の「強み」や「弱

み」を見つけ出し、強い部分はもっと良くなるように、弱い

部分はチャンスに変えていけるような提案をまとめました。

若者が参加できるまちづくり、若者の夢がかなうまちづく

り、そして、若者にとって“もっと鹿角が楽しくなる!!”よ

うに、私たちみんなで考えた提案を総合計画の見直しに生か

してほしいと願います。

令和７年２月３日

かづの未来の若者会議一同
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Aグループの提案

 市民同士のつながり（輪）が強いまちから更に飛躍し、企業や大学と協力しながら、将来を担

う若者に希望を与えていくまちづくりが必要です。

人と人の“輪”が若者に希望を与えるまち・鹿角

公務員になり地域に貢献

弁護士 医師

私たちの夢・まちの夢 鹿角の強み 提案

ファッション関係

YouTube 等
を利用して食
文化や観光ス
ポットをPR
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【凡例】 まちの夢 市の強み 市の弱み 提案

私たちの夢

スポーツドクター

私たちが描くまちの夢

夢を叶えるために…

市外から帰ってきたい
と思ってもらえるまち

若者が住みやすいまち

市民も市外から鹿角を
訪れた人たちも、どちら
も支援されるまち

若者が帰って来る

大学などの教育環境が
充実しているまち

教育が充実したまち

教育環境が充実

お医者さんが少ない（特に小児科）

人口減少と
少子高齢化

若者の都会
への流出

自分のやりたい
ことを追うため
には、鹿角を出
なければいけな
い人が多い

色々な企業や地域と交流を増やす活
動はあるが、市全体に広がっていない

豊かな観光資
源を利用して、
学 生 ガ イ ド ツ
アー等を実施

市と地域が協力して情報発信

豊かな自然をPRするためのイベン
ト企画やボランティアガイドを実施

学生と地域、観
光客との関わ
りを増やし、鹿
角を市外にPR

地元企業と協
力して、お土産
（お菓子・食品）

を製造販売

子育て支援の活動をもっと多くの
人に知ってもらう

教育・学習の場がまだ足りない

充実した教育を受けられる所や機会
が少ない

高校が市内１校になり、進路に迷いが
生まれている（市外高校との学力差など）

教育を受ける選択肢が少ない

市 外 に出 て い
かなくても教育
を 受 け ら れ る
大学等の設置

高校の跡地を
効率よく活用
し、働ける場所
や大学の設置

大学等の設置

移住者を増や
す活動に中高
生も参加

若者が戻って
きたときに迎
え入れる場の
創設

戻ってきた人
の市内での職
場探しに協力

人口が流出したとしても、戻ってき
たいと思える程の経済支援を実施

学生だけでな
く、一般の方も
参加可能な職
場体験を企画

若者のUターン支援

たくさんの職種の会社はあるが、似た
ような業種の会社（同業）が少ない

夢を追おうとしたとき、同じジャンル
の中での選択肢が少ない

働く場所の選択肢が少ない

鹿角の弱み

豊富な職場があるまち

たくさんの職種・会社が
あるまち

職業選択が豊富

他の地域や企業との関
係が強いまち（交流拡大）

他地域との交流が活発

多様性・寛容性

自由に自分のスタイル
を表現できるまち

様々な方向へ自分を表
現・アピールできるまち

子育て世代を支援でき
るまち

医療機関が充実してい
るまち

福祉が充実

市と市民の距離が近い（壁が無い）

子育て支援に関する様々な活動が増
えている

世代間の壁が無く、人の交流が盛ん

人が温かく、誰でも歓迎してくれる

人のつながり（輪）が強い

食や文化・自然などが唯一無二である

自然が豊か

スキー場や体育館をはじめ、運動する
ことができる施設が多い

観光資源が豊富 情報発信の工夫

年齢関係なく、
交流できる場
所を創出

若者が意見を
発言できる機
会や場を創出

今 よりもっ と
市内企業と市
内の学校との
交流を増やす

自分の地域だ
けでなく、他地
域と協力して
行う

今回の会議のように、市民や市役
所の話し合いの場をもっと増やす

つながり（輪）を若者に広げる



Bグループの提案

私たちの願い・まちの夢 鹿角の強み 提案

【凡例】 まちの夢 市の強み 市の弱み 提案

初めての方大歓迎！

みんなで取り組もう『鹿角プロジェクト！』
 若い人を増やすために人をどう呼び込むか、また、出ていかなくても済む方法はないか、を

検討しました。

 人を呼び込むため、様々な分野で「体験型」のメニューが必要であり、豊かな自然を活かした
BBQやキャンプ（場）、美味しく食べる収穫体験、伝統文化を活かした祭り体験、観光スポット
を巡るツアーを提案します。

 若い人が出ていかなくても済むように、強みである農業を活かした農業を学べる大学の創設
や寛ぐための娯楽施設の設置が必要です。

鹿角市のいいところを知って
ほしい！

私たちの願い

私たちが描くまちの夢

若い人が沢山いるまち

人口が多いまち

沢山人がいる

自然が豊富なまち

豊かな自然

観光が盛ん

体験できる

家庭

職業の幅が広いまち

住みたい、住みやすいと思
えるまち

働く場が多い

まちなかで若者と行き交う

子どもが増えるまち

戻ってくる人が多い

自然豊か

豊かな自然

自然豊か
自然豊か

ずっと続いてほしい

地域文化などを体験できる
イベントが多いまち

楽しさを求めて若者が増え
るまち

家庭を安心して築けるまち

観光客が沢山訪れるまち

動物病院、飲食店、ファッション系

仕事・職種が沢山あるまち

若い世代が活躍できるまち

鹿角の弱み

伝統文化

行事（祭りなど）
が多い

伝統・文化が有名

伝統行事が多い

行事・文化が
沢山ある

おいしい食べ物

農産物が多い 農畜産業が盛ん

食べ物が美味しい・美味しい食べ物
が多い

きりたんぽ、桃、りんご、八幡平ポーク、
鹿角牛など
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若者が減っている

若い人が少なく
なってきている

少ない若者

大学

少子高齢化

大学がない

商業施設

商業施設が少ない

人口が少ない

農産物の収穫
体験を実施

伝 統 行 事 の
体験を実施

市の特産物を
使った料理教
室を実施

自然を活かし
た行事・場所
を整備

BBQ、キャンプ（場）

娯楽施設を増やす

カラオケ、ゲームセンターなど

空き家を改装
し、飲食店や
宿泊施設を増
やす

宿 泊 施 設 を
増やす

農業について学べる大学を創設
→卒業後、鹿角で働けるように
する

行事や観光ス
ポットをPRす
る

Instagramなど

県外・市外に
PRする

文化・行事な
どで他県との
関わりを増や
す

行 事 の 際 に
臨時便を出し、
交 通 の 便 を
強化

市 内 観 光 ツ
アーを実施

県外・市外の
人をツアーに
誘う

娯楽施設の設置

若い人が出ていかなくても
済むための提案

大学の創設

人を呼び込むための提案

PR強化環境整備

体験型メニュー



〇市内外の若者が鹿角に集う

なぜ少ないか？

 「学べる場」、「働く場」、「若者が楽しめる場」が実現することで、若者を中心とした多くの人が

集うまちづくりが必要です。

たくさんの人が関わることができるまち・鹿角

学習環境が整っている

学びが充実している
→楽しい街も促進

教育が充実している街

大学がない

大学をつくる

電力のサブスク
➡企業へ安価に
電力を提供

大卒の賃金高い

大企業の誘致

大 学に 行く 価
値のある職業
を増やす
➡大学卒業資格
が必要な仕事
➡大企業に就職
するにあたって
大卒が有利

クラウドファン
ディングの活用

まちの夢 鹿角の強み・弱み 提案

電力自給率約400％
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教育の充実

働く場がたくさんあ
る鹿角市

交通の便が良い
• 市民が働きやすい
• 市外から働きに来る

職場・仕事の充実

若者が楽しめる
娯楽の充実

利用しやすい施設が
多いまち

若い人が遊べる場所
がもっと増えてほしい

イベントが活発なまち

子育てしやすい、
子どもが多いまち

子どもが多いまち

子育てがしやすい

就職の幅が狭い

歴史のある
建物や建物
が多い

特産品、食
が豊富

観光客、移
住者が増加
傾向

自然がたく
さんある

祭りが盛り
上がる

観光できる
場所が多い

経済的負担が多いと感じている人が多い

電車の本数
が少ない

熊の出没多
数

今あるイベン
トがあまり知
られていない

産婦人科がない

少子高齢化人口減少

SNSを使って
人を集める

チェーン店（スタバ等）

観光資源の強みと弱み

学べる場の創出

働く場の創出

電気料金の安
さ・再エネを活
かした企業誘
致

• 鹿角で学び、鹿角で働く
• 市外に進学しても、卒業後学んだことを
鹿角で活かす

たくさんの人が関われる鹿角
• 最大の課題に対して解決の糸口

となる

若者が楽しめる場の創出

交通の便が良い
• 市民が娯楽施設に行

きやすい
• 市外から娯楽施設に

来る

最大の課題

「学べる場」、「働く場」、「若者が楽し
める場」が実現することで、若者を中
心とした多くの人が集うまちづくりが
必要です。

教育の弱み

仕事の強みと弱み

〇学生が鹿角に集う

〇多くの企業・従業員が鹿角に集う

大学を卒業しなくても就職で
きる職業が多い

Cグループの提案

私たちが描くまちの夢

若い人（子ども）が少ない

【凡例】 まちの夢 市の強み 市の弱み 提案

学べる場所がたくさん
あるまち

娯楽が多いまち

最先端のテクノ
ロジーを活用し
た仕事
➡例：基幹産業
である農業×AI



活動の記録 （2025年1月7日／鹿角市文化の杜交流館コモッセ）
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かづの未来の若者会議名簿

グループ 氏名 学校名 学年

Ａ

栗 木 晴 叶 鹿角高等学校 ２年

井 上 心 花輪中学校 ２年

田 村 心 暖 十和田中学校 ２年

平 彩 菜 尾去沢中学校 ２年

中 野 未 織 八幡平中学校 ２年

Ｂ

小舘 向日葵 鹿角高等学校 ２年

三ヶ田ひなた 花輪中学校 ２年

大 里 維 月 十和田中学校 １年

松 岡 稜 汰 尾去沢中学校 ２年

阿 部 心 紅 八幡平中学校 １年

Ｃ

内 藤 雪 乃 鹿角高等学校 ２年

浅 水 佑 一 花輪中学校 １年

湯 瀬 灯 十和田中学校 ２年

杉 江 隼 斗 尾去沢中学校 ２年

栗 木 杏 八幡平中学校 ２年

◎はグループリーダー
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◎

◎

◎
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かづの未来の若者会議提案書
ー“もっと鹿角が楽しくなる!!”総合計画にー

令和７年２月３日


